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調査の目的 

 

本調査は、「豊田市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画改訂版（豊田市ＤＶ

対策基本計画：平成２７～３１年度）」の計画期間終了（平成３１年度）に伴い、市民の固

定的な性別役割分担意識や暴力の被害ならびに相談の実態を調査したものです。本調査と

過去の意識調査を比較・検証し、新プラン策定の基礎資料とすることを目的として実施し

ました。 

 

調査の方法 

 

対象 
豊田市在住の 20 歳以上の男女 

各 1,500 人（無作為抽出） 

調査手法 郵送配布・郵送回収 

調査期間 平成 30 年 11 月 30 日～12 月 18 日 

回収結果 1,004 人（33.5％） 

※図中の％の値は、少数第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 

回答者の属性 

 

 

 

 

 

  

平成 31 年 3 月 豊田市 

●回答者の性別 

 概要版 

●回答者の年齢 ●配偶者や恋人 

女性

57.9%

男性

41.0%

不明・無回答

1.1% 10.4%

17.7%

19.4%

21.7%

30.0%

0.8%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

不明・無回答

いる

81.4%

いない

16.6%

不明・無回答

2.0%

（N=1,004） （N=1,004） （N=1,004）
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ＤＶとは 

ＤＶ（Domestic Violence：ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者（※１）から振るわれる

暴力のことをいいます。ＤＶには「殴る」「蹴る」といった身体的な暴力だけでなく、精神的暴力、経済

的暴力、性的暴力などが含まれ、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。ＤＶは男性優位の社会

構造や固定的な性別役割分担意識（※２）が背景にあると言われており、個人の問題としてとらえるの

ではなく、社会の問題としてとらえ、対策する必要があります。 

 

※１配偶者…男性、女性を問いません。現在の配偶者に限らず、事実婚上のパートナー、離婚後の元配偶者、さらには

交際中・元交際相手も含まれます。 

※２固定的な性別役割分担意識…男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を決めることが適当であるにも関わ

らず、「男は仕事・女は家庭」、「男性は主要な業務・女性は補助的業務」などのように、男性、女性とい

う性別を理由として、役割を固定的に分ける考え方のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男女のあり方」についての考え方 

「男女のあり方」について、「同感」の割合が高いものは、男性優位な考え方や固定的な性別役割分担

意識が強いことを示しています。 

全ての項目で、女性よりも男性の方が「同感」と回答した割合が高く、男性の方が固定的な性別役割

分担意識を持っている人が多いことが伺えます。このような考え方により、夫婦や恋人間に支配関係が

生じ、ＤＶにつながることも考えられます。 

 

  

 

 

  

47.1

68.7

56.1

43.9

27.1

52.6

30.1

42.9

55.3

71.6

0.2

1.2

1.0

0.7

1.2

0% 50% 100%

32.7

50.6

44.1

32.2

12.2

66.6

48.6

55.4

66.9

87.4

0.7

0.9

0.5

0.9

0.3

0% 50% 100%

「男は仕事、女は家庭」

男は「男らしく」、女は「女らしく」ふるまう

女性は仕事を持っても、家事・育児もきちんとする

子どもは父親より母親が面倒をみる

妻は夫の言うことに従う

＜男性＞＜女性＞

「 同感 反対 不明・無回答

（N=581） （N=412）

男性の方が固定的な性別役割分担意識が高くなっています。 

※「同感」とは、「同感」「どちらかといえば同感」と回答した人の合計 

※「反対」とは、「反対」「どちらかといえば反対」と回答した人の合計 

１ 

これらの暴力の多くは家庭内で起こるため、他の人に見つかりにくく、長期に渡り繰り

返され、エスカレートする特徴があるため、ＤＶ被害の防止には早期の対応が大切です。 

 

身体的暴力 

殴る、蹴る、刃物を突きつけて脅す、

物を投げつける など 

経済的暴力 

生活費を渡さない、働くことに反対

する など 

ＤＶ 
精神的暴力 

大声でどなる、無視する、交友関係

を細かく監視する など 

性的暴力 

性的行為を強要する、見たくないの

にポルノビデオを見せる など 

2 

●男女のあり方についての考え方 
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74.6 

88.0 

96.9 

82.0 

77.8 

73.1 

24.0 

11.1 

2.1 

15.6 

17.7 

22.8 

0.3 

0.2 

0.2 

1.6 

3.7 

3.2 

1.1 

0.7 

0.8 

0.8 

0.8 

0.9 

0% 50% 100%

平手で打つ

足でける

身体を傷つける可能性のある

物でなぐる

いやがっているのに性的な行

為を強要する

見たくないのに、ポルノビデ

オやポルノ雑誌を見せる

避妊に協力しない

身
体
的
暴
力

経
済
的
暴
力

性
的
暴
力

46.8 

45.2 

50.3 

79.0 

63.7 

72.1 

88.9 

65.2 

75.9 

38.0 

47.0 

44.9 

45.1 

39.5 

17.8 

31.2 

24.1 

9.1 

31.3 

18.8 

50.5 

39.6 

7.7 

8.9 

9.4 

2.5 

3.7 

2.7 

0.9 

2.9 

4.5 

10.8 

12.6 

0.6 

0.8 

0.8 

0.7 

1.4 

1.1 

1.1 

0.6 

0.8 

0.7 

0.7 

0% 50% 100%

家具などの物にあたる

何を言っても無視し続ける

交友関係や電話を

細かく監視する

「誰のおかげで生活できるんだ」

「役立たず」などとののしる

大声でどなる

人の前で馬鹿にしたり、命令する

ような口調でものを言ったりする

子どもにやつあたりする

なぐるふりや物を投げ

つけるふりをして、脅す

生活費を渡さない

職についたり仕事を

続けることに反対する

収入や財産について

何一つ教えない

どんな場合も暴力にあたると思う

暴力の場合とそうでない場合があると思う

暴力にあたると思わない

不明・無回答

精
神
的
暴
力

（N=1,004）

 

暴力としての認識 

 

 

どのような行為が暴力にあたると考えるかについては、身体的暴力と性的暴力については「どんな場合

も暴力にあたると思う」と回答した割合が高いものが多いですが、精神的暴力と経済的暴力については低

いものが多くなっています。身体を傷つける行為については、ほとんどの人が暴力として認識しています

が、精神的暴力や経済的暴力など身体を直接傷つけない行為はあまり暴力として認識されていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力に関する全ての項目について、「妻は夫の言うことに従う」という考え方に「同感」である人の方が、

「反対」である人に比べて暴力としての認識が低いことがわかります。男性が女性に暴力を振るう背景には、

男性優位な社会構造や固定的な性別役割分担意識が影響している可能性があると言われていますが、ＤＶをな

くすためには、このような考え方を見直し、男性と女性がともに対等な関係を築いていくことが大切です。 

 

 

 

 

  

●暴力としての認識 

３ 

●男女のあり方に関する考え方と暴力の認識（「どんな場合も暴力にあたると思う」の割合） 

１ さまざまな暴力に対する認識 

70.7%

96.2%

71.7%

67.9%

75.8%

97.7%

84.7%

80.3%

平手で打つ

身体を傷つける可能性

のある物でなぐる

いやがっているのに

性的な行為を強要する

見たくないのに、

ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せる

身
体
的
暴
力

性
的
暴
力

66.3%

58.7%

66.3%

24.5%

82.4%

65.1%

78.5%

41.5%

「誰のおかげで生活できる

んだ」「役立たず」などと

ののしる

大声でどなる

生活費を渡さない

職についたり仕事を

続けることに反対する

「妻は夫の言うことに従う」に同感する人の回答（N=184)

「妻は夫の言うことに従う」に反対する人の回答（N=809)

精
神
的
暴
力

経
済
的
暴
力

固定的な性別役割分担意識のある人の方が 

「暴力」の認識が低くなっています。 

２ 固定的な性別役割分担意識と暴力の認識 

精神的・経済的暴力は「暴力」としての認識が低いです。 
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4.3

4.7

17.7

17.3

22.0

22.0

0% 20%

6.3

8.8

11.0

11.6

17.3

20.4

0% 20%

5.8

4.9

12.8

9.4

18.6

14.3

0% 20%

平成24年度（N=600）

平成30年度（N=467）

身体的暴力 精神的・経済的暴力性的暴力

-20%何度もあった １、２度あった

豊田市（N=784）

全国（N=2,485）

豊田市

女性（N=467）

男性（N=312）

34.3

21.2

63.8

77.9

1.9

1.0

0% 50% 100%

29.2 

26.2 

69.3 

72.3 

1.5 

1.5 

0% 50% 100%

DVの被害経験あり DVの被害経験なし 不明・無回答

目撃していた

32.8%

目撃していなかった

29.7%

不明・無回答

3.9%

（N=229）

目撃していたか

どうか分からない

22.3％

子どもはいない

11.4％

（N=229）

感じた

16.6%

感じなかった

81.7%

不明・無回答

1.7%

-20%何度もあった １、２度あった

4.7 

5.3 

17.3 

14.5 

22.0 

19.8 

0% 20%

6.4 

7.8 

10.9 

9.0 

17.3 

16.8 

0% 20%

5.8 

5.2 

3.9 

4.8 

9.7 

10.0 

0% 20%

平成30年度（N=467）

全国（N=1,366）

〔平成29年度〕

身体的暴力 精神的暴力 経済的暴力性的暴力

4.9 

3.8 

9.4 

5.9 

14.3 

9.7 

0% 20%

 

ＤＶの被害状況 

 

 

暴力の種類を問わず、何らかの暴力を１度でも受けたことがある人は約 3 人に 1 人にのぼることがわ

かりました。女性の DV 被害者の割合を、前回の調査結果と比較すると、身体的暴力を受けた人の割合

は横ばい、性的暴力を受けた人の割合は減少していますが、精神的・経済的暴力は前回より増えており、

暴力根絶に向けた取組を進めていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ＤＶによって命の危険を感じたと回答した人は16.6％となっており、ＤＶ被害の深刻さが伺えます。 

また、ＤＶを受けた際に、子どもが目撃していたというケースは 32.8％となっています。児童虐待の

防止等に関する法律では、ＤＶの目撃は子どもの健全な発達に悪影響を及ぼすリスクが大きく、子ども

への心理的虐待（児童虐待）として位置づけられており、暴力のない環境づくりが大切です。 

 

 

 

 

 

 

  

＜児童虐待の防止等に関する法律＞ 

児童虐待の防止を目的として平成 12 年に施

行された法律。児童に対する虐待の禁止、予防

や早期発見、防止に関する国や地方公共団体

の責務、児童虐待を受けた児童の保護や自立

支援のための措置等を定めています。 

４ 

●ＤＶの被害経験者（女性）の推移 

２ ＤＶ被害の影響 

※全国…男女間における暴力に関する調査（平成 29 年度調査、内閣府） 

精神的・経済的

暴力の被害は、

前回調査時より

増えています。 

※「被害経験あり」とは、暴力の種類によらず「何度もあった」「１、２度あった」と回答した人の合計 

※全国…男女間における暴力に関する調査（平成 29 年度調査、内閣府） 

１ ＤＶの被害経験 

●子どもの目撃 

約３人に１人 

●配偶者・恋人からのＤＶの被害経験の有無 

●ＤＶによる命の危険 

※平成 24 年度調査の集計項目に合わせ、平成 30 年度調査は「精神的暴力」と「経済的暴力」を合わせた数値を算出。 
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ＤＶ被害の相談状況 

ＤＶ被害者のうち、女性の 51.9％、男性の 62.1％が誰にも相談していません。 

相談しない理由は、男女ともに「相談するほどのことではないと思ったから」「自分にも悪いところが

あると思ったから」「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」の順に多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆少しでも気になることがあれば、相談窓口にご相談ください 

ＤＶは重大な人権侵害であり、どんな理由があれ、許されるものではありません。ひとりで悩まずに、

まずは身近な相談窓口に相談してください。 

＜主な相談窓口＞ 

窓口  電話番号  

豊田警察署 生活安全課 0565-35-0110 

愛知県女性相談センター 豊田加茂駐在室 0565-33-0294 

愛知県女性相談センター 052-962-2527 

豊田市子ども家庭課（18 歳未満の子どもがいる方） 0565-34-6636 

豊田市福祉総合相談課（18 歳未満の子どもがいない方） 0565-34-6791 

女性のための電話相談室 クローバーコール 

毎週火・木・金・土曜日 10：00～16：00 

毎週水曜日 10：00～13：00 16：00～19：00 

0565-33-9680 

男性のための電話相談室 メンズコール☆とよた 

毎月第 2、第 4 金曜日 18：00～20：00 
0565-37-0034 

  

5 

●ＤＶ被害の相談 ●相談しない理由（複数回答） 

41.0%

30.1%

26.5%

21.7%

15.7%

18.1%

15.7%

12.0%

43.9%

36.6%

26.8%

12.2%

19.5%

9.8%

9.8%

14.6%

相談するほどのこと

ではないと思ったから

自分にも悪いところ

があると思ったから

自分さえがまんすれば、なんとか

このままやっていけると思ったから

家族に心配をかけ

たくなかったから

相談しても分かって

もらえないと思ったから

相手が反省をしていたから

世間体が悪かった（恥ずかしくて

だれにも言えなかった）から

他人を巻き込みたくなかったから
女性（N=83）

男性（N=41）

43.1 

28.8 

51.9 

62.1 

5.0 

9.1 

0% 50% 100%

女性（N=160）

男性 （N=66）

相談した だれ（どこ）にも相談しなかった 不明・無回答

女性の約 5割、男性の約６割は 

誰にも相談していません。 
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デートＤＶの被害状況 

 

 

結婚していない恋人同士、学生など若い世代において、男女間で起こる暴力をデートＤＶといいます。 

デートＤＶという言葉について、「内容まで知っている」と回答した人は、前回の調査結果と比較する

と、女性は 6.0 ポイント増加しているものの、男性はほぼ横ばいとなっており、女性の 44.8%、男性

の 59.7％は「知らない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 歳代・20 歳代のときに交際相手がいた人の、ＤＶの被害経験の有無については、女性の 17.8％、

男性の 7.9％が被害を受けたことがあると回答しています。 
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●デートＤＶの認知度 

●10～20歳代のときの、交際相手からのＤＶの被害経験の有無 

１ デートＤＶの認知度 

※「被害経験あり」とは、暴力の種類によらず「何度もあった」「１、２度あった」と回答した人の合計 

２ デートＤＶの被害経験 

恋愛関係にある男女は、「束縛（暴力）」＝「愛情」という誤った認識を持ってしまうことがありま

す。 例えば「異性との交友関係を制限する」というような行為も「愛されているから」とその行為

を美化しやすく、窮屈に感じていても我慢してしまう傾向があります。 

このように誤った認識を持ったまま婚姻関係や同棲関係になった場合、ＤＶに発展してしまう可

能性があると言われています。被害者にも加害者にもならないために、デートＤＶについて正しい知

識をもつことが大切です。 

10.2

11.2

22.4

28.4

64.7

59.7

2.8

0.7

0% 50% 100%

平成24年度

（N=501）

平成30年度

（N=412）

11.7

17.7

32.7

35.8

54.2

44.8

1.3

1.7

0% 50% 100%

平成24年度

（N=758）

平成30年度

（N=581）

＜女性＞ ＜男性＞

内容まで知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答

知っている人は増えましたが、まだまだ多くの人が知りません。 

17.8

7.9

81.3

91.6

0.9

0.5

0% 50% 100%

女性（N=331）

男性（N=202）

デートDVの被害経験あり デートDVの被害経験なし 不明・無回答

※「被害経験あり」とは、暴力の種類によらず「何度もあった」「１,２度あった」と回答した人の合計

女性の約５人に 1人、 

男性の約 12人に 1人が 

デートＤＶの被害を受け

た経験があります。 
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ＤＶを防止するために必要なこと 

ＤＶを防止するために必要なことに

ついては、「身近な相談窓口を増やす」と

回答した人が 66.6％と最も多く、続いて

「学校・大学で暴力防止の教育を行う」

が 55.5％、「第三者が通報・相談しやす

くするしくみの整備」が 54.8％、「家庭

での暴力防止の教育」が 54.6％となって

おり、相談や教育に関することが上位と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶ被害者への支援 

ＤＶ被害者への支援として必要なこと

については、「一時的な避難場所の提供」が

53.5％、「こころと体の健康に関する支援」

が 46.7％と多くなっています。 
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53.5%

46.7%

38.1%

37.0%

34.7%

31.3%

26.5%

25.0%

23.5%

16.3%

9.4%

1.1%

2.1%

一時的な避難場所の提供

こころと体の健康に関する支援

経済的な支援

同性の相談員等による相談や情報提供

加害者への対応に関する支援

情報保護（住民基本台帳の閲覧制限など）

子どもに関する支援

裁判・調停に関する支援

住宅確保に関する支援

仲間づくりの支援

技能・資格取得等の就労に関する支援

その他

不明・無回答 （N=1,004）

●ＤＶ被害者への支援として必要だと思うこと（３つ回答） 

●ＤＶを防止するために必要だと思うこと（複数回答） 

54.6%

55.5%

18.3%

38.4%

66.6%

54.8%

37.3%

50.4%

51.1%

4.6%

2.7%

家庭で保護者が子どもに対し、

暴力を防止するための教育を行う

学校・大学で児童・生徒・学生に対し、

暴力を防止するための教育を行う

地域で、暴力を防止するための

研修会、イベントなどを行う

メディアを活用して、広報

・啓発活動を積極的に行う

被害者が早期に相談できるよう、

身近な相談窓口を増やす

第三者が暴力を見聞きしたとき、公的機関に

通報・相談しやすくするしくみを整備する

暴力をふるったことのある者に対して、

二度と繰り返さないための教育を行う

加害者への罰則を強化する

加害者へのカウンセリングによって、加害者

が自分の感情をコントロールできるようにする

その他

不明・無回答 （N=1,004）

相談に関する項目 

教育に関する項目 



 

 

前回調査以降の法令の動向 

 

●配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）改正 

（平成 26 年 1 月施行） 

配偶者以外の交際相手からの暴力とその被害者の保護のあり方が大きな問題となっていることか

ら、これまで配偶者や元配偶者からの暴力およびその被害者に限定されていた適用対象を、同居する

交際相手からの暴力及びその被害者に拡大されました。 

 

●私事性的画像記録の提供等による被害の防止に関する法律（リベンジポルノ被害防止法）制定 

（平成 26 年 11 月施行） 

交際中に撮影した元交際相手や元配偶者の裸などの性的画像を、撮影された人の同意なくインター

ネット上に公表するなど、いわゆるリベンジポルノなどの嫌がらせ行為により、被害者が長期にわた

り多大な精神的苦痛を受ける事案が多数発生していることなどをうけ、そうした被害を防止するため

に新たな法律が制定されました。 

 

 

 

意識調査結果からわかる豊田市の現状 

■ 女性よりも男性の方が固定的な性別役割分担意識が強い傾向があります。また、暴力についての認

識では、男性優位な考えや性別役割分担意識がある人ほど、暴力としての認識が低くなっています。 

 

■ 配偶者から一度でも暴力を受けたことがあるＤＶ被害者は約 3 割にのぼり、男性より女性の方が多

くなっています。また、ＤＶを子どもが目撃しているケースが約３割あり、子どもへの心理的虐待

が危惧されます。 

 

■ ＤＶ被害を受けても、女性の約５割、男性の約 6 割は誰にも相談しておらず、一人で問題を抱え込

んでいることが伺えます。また、ＤＶを防止するために必要なこととしては、相談や教育に関する

ことなどが多くなっています。 
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